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近
年
、
建
設
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
、
現

場
で
は
人
手
不
足
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
な
か
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
こ

む
た
め
の
枠
を
つ
く
る
型
枠
工
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
中
に
入
れ
る
鉄
筋
を
く
み
た
て
る

鉄
筋
工
な
ど
躯
体
関
係
の
人
材
確
保
が
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。

　

建
設
市
場
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
復

旧
・
復
興
需
要
に
加
え
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
建
設
投
資
の
拡
大
な
ど
で
、
建
設
需
要

が
上
昇
ト
レ
ン
ド
に
あ
る
。
東
京
五
輪
の
開

催
準
備
が
本
格
化
す
る
な
か
、
二
○
一
四
年

度
の
建
設
投
資
額
は
四
八
兆
円
を
超
え
る
見

通
し
だ
（
図
表
１
）。

　

一
方
、
就
業
者
数
を
み
る
と
、
建
設
業
は

ピ
ー
ク
の
六
八
五
万
人
（
一
九
九
七
年
）
か

ら
減
少
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
二
○
一
三
年
は

四
九
九
万
人
ま
で
減
少
。

年
齢
階
級
別
に
み
て
も
、

一
五
～
二
四
歳
（
九
七

年
七
七
万
人
→
一
三
年

二
一
万
人
）、
二
五
～

三
四
歳
（
一
三
○
万
人

→
七
四
万
人
）、
三
五

～
四
四
歳
（
一
三
一
万

人
→
一
二
八
万
人
）、

四
五
～
五
四
歳
（
一
八

二
万
人
→
一
○
五
万

人
）、
五
五
～
六
四
歳

（
一
二
四
万
人
→
一
一

八
万
人
）、
六
五
歳
以

上
（
四
一
万
人
→
五
三

万
人
）
と
な
り
、
ピ
ー

ク
時
と
比
べ
て
も
、
一

五
～
二
四
歳
の
若
年
層

が
大
幅
に
減
少
す
る
一

方
、
六
五
歳
以
上
の
高

齢
層
が
厚
み
を
増
し
て

い
る
（
図
表
２
）。

　

こ
う
し
た
な
か
、
建

設
労
働
需
給
は
逼
迫
し
、

人
材
確
保
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
厚
生
労

働
省
が
七
月
二
九
日
に

発
表
し
た
六
月
の
職
業

建設労働者の人材確保と育成
―人手不足が顕著な型枠、鉄筋を中心に
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別
有
効
求
人
倍
率
（
実
数
、常
用
（
除
く
パ
ー

ト
））
を
み
る
と
、
建
設
・
採
掘
の
職
業
の

う
ち
、
と
び
・
型
枠
・
鉄
筋
の
建
設
躯
体
工

事
の
職
業
は
六
・
七
五
倍
と
な
り
、
前
年
同

月
差
プ
ラ
ス
一
・
四
四
ポ
イ
ン
ト
と
前
年
水

準
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
一
方
、
大
工

や
左
官
な
ど
の
建
設
の
職
業
は
二
・
八
三
倍

（
前
年
同
月
差
プ
ラ
ス
○
・
六
七
ポ
イ
ン
ト
）、

土
木
の
職
業
は
二
・
四
八
倍
（
同
プ
ラ
ス
○
・

五
五
ポ
イ
ン
ト
）
な
ど
、
人
手
不
足
状
況
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
躯
体
関
係
の
不
足
感
は

突
出
し
て
い
る
（
図
表
３
）。

　

そ
の
背
景
に
は
、「
型
枠
工
の
作
業
単
価
は

建
設
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
下
落
傾
向
に
あ
り
、

〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
追
い
打

ち
を
か
け
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分
近
く
ま
で
落

ち
込
む
。
そ
の
結
果
、
離
職
や
廃
業
が
相
次

い
だ
」（
日
本
型
枠
工
事
業
協
会
）
こ
と
が
あ

る
。

　

現
場
か
ら
は
、「
型
枠
大
工
が
不
足
し
て
い

る
の
で
、
次
の
鉄
筋
工
事
の
作
業
に
入
れ
な

い
」（
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
）、「
入
札
案
件

は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
作
業
員
を
確
保
で

き
な
い
た
め
、
参
加
を
見
送
る
こ
と
が
多

い
」（
準
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
）
と
い
っ
た
厳
し
い

現
状
を
訴
え
る
声
が
出
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
手
不
足
が
、
工
期
延
長
や
入
札
不
調
の
大

き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

技
能
者
の
人
材
確
保
・
育
成
が
喫
緊
の
課

題
と
な
る
な
か
、
若
者
の
入
職
を
促
す
三
つ

の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

東
京
都
は
今
年
四
月
か
ら
、
二
年
間
の
緊

急
事
業
と
し
て
、
人
手
不
足
感
の
強
い
型
枠

と
鉄
筋
の
短
期
職
業
訓
練
（
約
二
週
間
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
た

建
設
人
材
の
育
成
に
乗
り
出
し
た
。
一
方
、

長
年
、
地
道
な
人
材
育
成
を
続
け
て
き
た
の

が
株
式
会
社
鈴
木
組
と
広
島
建
設
ア
カ
デ

ミ
ー
だ
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

の
協
力
会
社
と
し
て
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
工
事
に

も
携
わ
っ
た
鈴
木
組
で
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
入
校

生
を
対
象
に
全
寮
制
の
企

業
内
訓
練
校
（
鈴
木
職
業

訓
練
校
）
で
一
年
間
、
と

び
を
中
心
と
す
る
躯
体
工

事
の
基
礎
を
教
え
る
。
訓

練
修
了
後
は
同
社
の
と
び

職
人
と
し
て
雇
用
さ
れ
、

現
場
で
技
能
を
磨
く
。

　

広
島
で
は
、
地
元
の
中

小
建
設
業
者
が
協
力
し
て

建
設
業
の
将
来
を
担
う
人

材
を
共
同
で
育
成
す
る
取

り
組
み
を
三
五
年
続
け
て

き
た
。
若
年
者
の
入
職
に

つ
な
げ
る
た
め
地
元
工
業

高
校
へ
の
出
張
教
育
や
出

前
講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
の
技
能
者
育
成
の
中

核
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

図表２　建設業就業者数の年齢階層別推移

図表３　職業別有効求人倍率（建設・採掘の職業）

資料出所：総務省「労働力調査」

資料出所：厚生労働省　職業別一般職業紹介状況［実数］（常用（除パート））
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東
京
都
立
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

江
戸
川
校
（
東
京
都
江
戸
川
区
、
校
長
＝
藤

田
博
、
生
徒
数
約
三
○
○
人
）
は
今
年
四
月
、

型
枠
と
鉄
筋
の
技
能
者
育
成
の
職
業
訓
練
を

開
始
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
都
の
公
共
職
業
訓
練
と
位
置

づ
け
ら
れ
、
緊
急
の
対
策
と
い
う
こ
と
で
今

年
度
（
二
○
一
四
年
度
）
か
ら
向
こ
う
二
年

間
実
施
す
る
予
定
だ
。
今
年
度
は
五
月
、
九

月
、
一
一
月
、
二
月
の
年
四
回
実
施
す
る
。

　

型
枠
コ
ー
ス
と
鉄
筋
コ
ー
ス
の
定
員
は
各

五
人
。
受
講
料
は
無
料
だ
。
座
学
と
実
習
を

組
み
合
わ
せ
た
、
二
週
間
程
の
短
期
集
中
型

の
職
業
訓
練
を
通
じ
て
、
型
枠
と
鉄
筋
の
基

礎
を
身
に
つ
け
、
玉
掛
け
や
小
型
ク
レ
ー
ン

な
ど
現
場
に
必
要
な
資
格
を
ま
と
め
て
取
得

で
き
る
の
が
特
徴
。
訓
練
修
了
後
、
建
設
業

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
入
職
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

新
設
さ
れ
た
建
設
人
材
育
成
科
の
概
要
に

つ
い
て
、
同
校
の
筒
井
勝
也
氏
（
能
力
開
発

係
長
）
と
木
下
哲
龍
氏
（
建
設
人
材
育
成
推

進
員
）
か
ら
話
を
聞
い
た
。

震
災
を
契
機
に
技
能
者
育
成
に 

乗
り
出
す

　

建
設
人
材
育
成
科
の
開
講
の
き
っ
か
け
は
、

三
年
程
前
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
だ
。

都
で
は
震
災
を
契
機
に
、
耐
震
補
強
工
事
な

ど
の
大
き
な
需
要
が
出
始
め
、
建
設
現
場
で

は
人
手
不
足
感
が
広
が
り
は
じ
め
た
。
型
枠

や
鉄
筋
な
ど
の
事
業
主
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
て
も
、「
人
材
育
成
は
必
要
」
と
の
声
が
あ

が
り
、
防
災
と
い
う
観
点
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
型
枠
工
と
鉄
筋
工
の
育
成
に
乗
り
出

し
た
。
都
が
こ
う
し
た
緊
急
対
策
で
公
共
職

業
訓
練
を
実
施
し
た
例
は
今
ま
で
に
な
い
と

い
う
。

約
二
週
間
の
短
期
職
業
訓
練
で 

基
礎
を
取
得

　

新
設
さ
れ
た
の
は
建
設
人
材
育
成
科
で
、

型
枠
コ
ー
ス
と
鉄
筋
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
る
。

　

型
枠
コ
ー
ス
は
、
型
枠
施
工
基
礎
１
コ
ー

ス（
二
日
間
）、型
枠
施
工
基
礎
２
コ
ー
ス（
二

日
間
）、
型
枠
施
工
実
習
コ
ー
ス
（
二
日
間
）、

建
設
玉
掛
け
コ
ー
ス
（
三
日
間
）、
建
設
機

械
運
転
コ
ー
ス
（
三
日
間
）
で
、
全
一
二
日

間
の
訓
練
と
な
る
。

　

一
方
、
鉄
筋
コ
ー
ス
は
、
鉄
筋
施
工
基
礎

１
コ
ー
ス
（
二
日
間
）、
鉄
筋
施
工
基
礎
２

コ
ー
ス
（
二
日
間
）、
鉄
筋
施
工
実
習
コ
ー

ス
（
二
日
間
）、鉄
筋
施
工
溶
接
コ
ー
ス
（
三

日
間
）、
建
設
玉
掛
け
コ
ー
ス
（
三
日
間
）、

建
設
機
械
運
転
コ
ー
ス
（
三
日
間
）
で
、
全

一
五
日
間
の
訓
練
と
な
る
。

　

両
コ
ー
ス
と
も
、
玉
掛
け
や
小
型
移
動
式

ク
レ
ー
ン
の
技
能
講
習
を
盛
り
込
む
な
ど
、

現
場
で
必
要
な
資
格
が
短
期
間
で
取
得
で
き

る
の
が
特
徴
だ
。
と
く
に
、
鉄
筋
コ
ー
ス
で

は
、
現
場
で
必
須
と
さ
れ
る
鉄
筋
を
切
断
す

る
た
め
の
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
を
盛
り
込
む

な
ど
、
よ
り
実
践
を
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
る
。

建
設
関
係
で
就
職
を
め
ざ
す
人
達

が
集
ま
る

　

今
春
開
講
の
一
期
生
に
は
、
型
枠
コ
ー
ス

に
五
人
、
鉄
筋
コ
ー
ス
に
四
人
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
。

　

応
募
者
は
建
設
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

人
達
で
、
二
○
代
後
半
の
年
齢
層
が
多
数
を

占
め
る
。「
応
募
者
の
職
歴
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

建
設
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
人
も
い

る
が
、
ま
っ
た
く
の
未
経
験
者
も
す
く
な
く

な
い
。
二
週
間
近
く
で
、
現
場
に
必
要
な
資

格
を
取
得
で
き
る
こ
と
か
ら
、
建
設
業
へ
の

転
職
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
と
い
う
在
職
受

講
者
も
い
る
」（
筒
井
氏
）
と
い
う
。

　

開
講
に
あ
わ
せ
て
、
受
講
生
募
集
の
案
内

文
書
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置
い
た
も
の
の
、

蓋
を
開
け
て
み
た
ら
、
一
期
生
の
応
募
者
の

ほ
と
ん
ど
が
、
江
戸
川
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
み
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
き
た
。
地
域
的
に

は
都
内
を
中
心
に
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
な

ど
、
首
都
圏
全
域
で
通
学
可
能
な
範
囲
か
ら

の
応
募
と
な
っ
た
。

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
教
え
る

　

講
師
と
な
る
の
は
、
す
べ
て
江
戸
川
校
の

専
任
講
師
だ
。
型
枠
コ
ー
ス
で
は
、
躯
体
工

事
の
前
工
程
に
あ
た
る
型
枠
の
作
業
が
完
了

し
な
い
と
鉄
筋
の
工
程
に
入
れ
ず
、
構
造
物

が
つ
く
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
教
え
、
鉄
筋

コ
ー
ス
で
は
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建
築

に
携
わ
っ
た
職
人
が
講
師
と
な
り
鉄
骨
を
積

み
上
げ
る
技
術
を
伝
え
る
な
ど
、
仕
事
の
楽

し
さ
や
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫

を
こ
ら
す
。

　

一
方
、
受
講
生
は
、
土
木
建
築
関
係
は
専

門
用
語
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
必
死
で
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
受
講
し
て
い
る
。「
建
設
業

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
こ
と
も
あ
り
訓
練
内

容
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
現
場
で
作
業
す
る
実

感
が
体
験
で
き
、
目
の
色
が
変
わ
っ
て
き

た
」（
木
下
氏
）
と
い
う
。

　

一
期
生
で
は
、
日
々
の
訓
練
内
容
を
修
得

す
る
こ
と
で
手
一
杯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
内
容
を
教
え

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
で
て
こ

な
か
っ
た
。

　

今
後
、
コ
ー
ス
の
認
知
度
が
高
ま
り
、
応

募
者
が
増
え
は
じ
め
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

キ
ャ
リ
ア
の
人
達
が
入
校
し
て
く
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。
少
人
数
の
メ
リ
ッ
ト
も
い
か

し
、
受
講
生
の
就
職
希
望
に
配
慮
し
て
、
き

め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
心
が
け
た
い

と
し
て
い
る
。

型
枠
工
と
鉄
筋
工
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
を
開
設

―
―
東
京
都
立
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
江
戸
川
校

型枠と鉄筋の短期職業訓練をはじめた江戸川校（写真は同校提供）
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安
全
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
女
性
の
活
用
も

　

一
期
生
は
す
べ
て
男
性
だ
っ
た
が
、
募
集

期
間
中
に
は
女
性
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
寄

せ
ら
れ
た
。

　

型
枠
と
鉄
筋
は
男
性
向
け
の
力
仕
事
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
木
下
氏
は
、「
い
ま
で
は
、

工
場
で
加
工
し
て
、
現
場
で
組
み
立
て
る
作

業
が
中
心
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
昔
ほ
ど
、

大
き
な
力
を
必
要
と
す
る
部
分
が
減
り
、
意

欲
の
あ
る
女
性
な
ら
、
型
枠
や
鉄
筋
の
施
工

に
従
事
す
る
こ
と
も
十
分
可
能
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
女
性
が
現
場
に
入
る
と
、
清
潔

感
が
格
段
に
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
の
副
次
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
。
現
場
詰
所
の
内

装
も
明
る
い
仕
様
と
な
り
、
昔
の
飯
場
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
る
。
建
設
現
場

の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、「
業
界
と
し
て
は
、

昔
ほ
ど
危
険
度
が
高
く
な
い
と
い
う
安
全
性

の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
女
性
の
活
用
を
前
面
に
打

ち
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
若
者
入
職
に
つ
な

が
る
有
効
な
手
立
て
の
ひ
と
つ
」（
木
下
氏
）

と
語
る
。

現
場
で
鍛
え
ら
れ
て
一
人
前
の 

職
人
に

　

と
は
い
え
、
こ
の
職
業
訓
練
を
修
了
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
現
場
で
即
戦
力
と
し
て
通

用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

型
枠
工
や
鉄
筋
工
は
現
場
に
出
て
い
き
、

職
長
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
徐
々
に
仕
事

を
覚
え
て
い
く
こ
と
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
業
は
受
注
産
業
で
、
現
場
は
そ
れ
ぞ
れ

で
異
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
の
仕
事
を
通

じ
て
、
鍛
え
ら
れ
て
初
め
て
一
人
前
に
成
長

す
る
。

　

今
回
の
建
設
人
材
育
成
科
の
訓
練
コ
ー
ス

は
、
型
枠
と
鉄
筋
の
基
礎
を
教
え
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
。
訓
練
修
了
後
、
就
職
し
て
、
現

場
に
入
り
、「
基
礎
が
し
っ
か
り
身
に
つ
い
て

い
る
」
と
親
方
に
褒
め
ら
れ
る
よ
う
な
人
材

育
成
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
訓
練
内

容
が
一
人
ひ
と
り
に
的
確
に
伝
わ
る
丁
寧
な

講
義
を
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

賃
金
水
準
の
改
善
と
社
会
保
険
の

加
入
を

　

現
在
、
型
枠
や
鉄
筋
の
現
場
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
若
者
と
中
間
層
が
薄
く
な
っ
て
い

る
。
建
設
業
の
将
来
を
担
う
若
年
層
を
み
る

と
、
３
Ｋ
（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）
に
加

え
、
賃
金
水
準
が
低
い
た
め
、
入
職
を
敬
遠

す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

木
下
氏
は
、「
若
者
が
建
設
業
に
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
、
普
通
の
職
業
を

上
回
る
賃
金
水
準
の
確
保
に
加
え
、
社
会
保

険
の
加
入
が
求
め
ら
れ
る
。
い
ま
、
危
険
、

汚
い
は
若
者
に
も
っ
と
も
毛
嫌
い
さ
れ
る
。

３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
、「
建
設

業
は
安
全
」と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
い
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
工
業
高
校
な
ど
で
、
型
枠
や

鉄
筋
な
ど
の
専
門
工
事
業
の
仕
事
を
教
え
る

こ
と
は
、
若
年
の
入
職
増
に
も
つ
な
が
る
。

　

昔
の
若
者
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
選

択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
今
の
若
者
に

は
そ
の
選
択
肢
に
触
れ
る
機
会
が
す
く
な
い
。

大
学
を
卒
業
し
た
後
、
も
の
づ
く
り
が
や
り

た
い
と
、
職
業
訓
練
に
戻
っ
て
く
る
生
徒
が

最
近
は
増
え
は
じ
め
て
い
る
。「
若
い
頃
、

い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
れ
ば
、
適
性
の
あ

る
人
が
も
の
づ
く
り
分
野
に
入
り
、
将
来
を

担
う
人
材
と
し
て
育
っ
て
い
く
。
都
が
今
春

開
設
し
た
建
設
人
材
育
成
科
が
そ
の
選
択
肢

の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
、
建
設
業
の
入
職
に
弾

み
が
つ
く
」（
筒
井
氏
）
と
み
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
徳
川
家
の
土
木
工
事
に
も
携

わ
り
、
近
年
で
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
工

事
に
も
参
加
す
る
株
式
会
社
鈴
木
組
（
東
京

都
文
京
区
、
従
業
員
数
四
五
○
人
）。

　

現
在
は
、
鳶
、
土
工
事
、
物
流
工
事
、
養

生
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
内
外
装
解
体
な
ど
幅

広
い
建
設
工
事
を
手
が
け
て
い
る
が
、
も
と

も
と
架
設
工
事
を
得
意
と
す
る
同
社
で
は
、

と
び
工
の
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。

一
九
九
四
年
四
月
に
は
、
東
京
都
知
事
認
定

の
鈴
木
職
業
訓
練
校
を
開
校
。
全
国
で
も
数

少
な
い
と
び
工
を
育
成
す
る
企
業
内
訓
練
校

と
し
て
、
二
○
年
の
実
績
を
も
ち
、
全
国
か

ら
訓
練
生
が
集
ま
る
。

　

訓
練
期
間
は
一
年
で
、
全
寮
制
の
も
と
、

座
学
と
実
習
を
含
め
年
間
一
六
○
○
時
間
を

教
習
に
あ
て
る
。
技
能
講
習
や
特
別
教
育
を

通
じ
て
、
玉
掛
け
や
小
型
ク
レ
ー
ン
な
ど
現

場
に
必
要
な
資
格
も
取
得
す
る
。
訓
練
修
了

後
は
、
母
体
で
あ
る
鈴
木
組
の
職
人
と
し
て

直
接
雇
用
さ
れ
、
現
場
に
出
て
、
技
術
と
技

能
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
施
工
設
計
や
管
理

も
こ
な
せ
る
総
合
架
設
工
を
め
ざ
す
。

　

訓
練
校
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
鈴
木

央
氏
（
鈴
木
組
代
表
取
締
役
）
と
髙
野
伸
一

郎
氏
（
同
社
専
務
取
締
役
）
に
話
を
聞
い
た
。

「
人
を
育
て
る
に
は
教
育
が
必
要
」

　
「
人
を
育
て
る
た
め
に
は
教
育
が
必
要
」　

そ
う
切
り
出
す
の
は
、
訓
練
校
の
学
長
も
兼

務
す
る
鈴
木
央
氏
。

　

先
代
の
鈴
木
確
生
氏
（
現
会
長
）
は
、
建

設
業
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
単
に
と
び
職
人
を
集
め
て
仕
事
を
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
社
内
で
育
成
し
て
、
施
工

設
計
や
管
理
も
こ
な
せ
る
総
合
架
設
工
の
育

成
を
目
標
に
据
え
た
。

　

こ
う
し
た
理
念
に
基
づ
き
、
一
九
九
○
年

頃
か
ら
社
内
で
教
育
訓
練
施
設
を
つ
く
る
こ

と
を
模
索
。
モ
デ
ル
と
な
る
と
び
職
の
訓
練

機
関
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
専
門
工

事
業
の
訓
練
機
関
を
参
考
に
、
元
請
の
大
林

組
の
協
力
も
得
な
が
ら
準
備
を
す
す
め
、
東

京
都
の
指
導
の
も
と
、
一
年
程
の
試
行
期
間

を
経
て
、
一
九
九
四
年
四
月
、「
建
築
施
工
系

と
び
科
」
の
東
京
都
知
事
認
定
職
業
訓
練
校

で
あ
る
鈴
木
職
業
訓
練
校
を
立
ち
上
げ
た
。

　

し
か
し
、
開
校
時
期
が
バ
ブ
ル
崩
壊
の
直

後
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
厳
し
い
船
出
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。「
訓
練
生
に
は
一
年
間
、

給
料
を
払
い
な
が
ら
勉
強
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
保
険
に
も
す
べ
て
加

入
し
、
寮
や
食
費
な
ど
の
福
利
厚
生
も
完
備

全
寮
制
で
年
間
一
六
○
○
時
間
の
訓
練
を
通
じ
て 

総
合
架
設
工
を
育
成�

―
―
鈴
木
職
業
訓
練
校
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し
て
い
る
。
建
設
市
場
が
冷
え
込
ん
で
い
る

時
期
は
、
持
ち
出
し
と
な
る
部
分
も
あ
っ
た

が
、
建
設
業
の
社
会
的
地
位
向
上
の
た
め
に

も
、
頑
張
っ
て
続
け
て
き
た
結
果
、
今
の
訓

練
校
が
あ
る
」（
鈴
木
氏
）
と
い
う
。

座
学
と
実
習
で
年
一
六
○
○
時
間

学
ぶ

　

総
合
架
設
工
を
育
成
す
る
た
め
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
以
下
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
て
い

る
。

　

座
学
と
実
習
を
あ
わ
せ
て
年
間
一
六
○
○

時
間
。
座
学
で
は
、
建
築
概
論
か
ら
製
図
、

安
全
衛
生
な
ど
の
関
係
法
令
に
つ
い
て
学
ぶ

一
方
、
実
技
で
は
、
仮
設
工
事
、
鉄
骨
工
事
、

土
工
事
、
玉
掛
揚
重
な
ど
の
訓
練
を
受
け
、

柱
と
な
る
仮
設
工
事
の
実
習
に
は
最
多
の
四

二
八
時
間
が
あ
て
ら
れ
る
（
学
科
表
参
照
）。

　

そ
の
ほ
か
、
特
別
教
育
や
技
能
講
習
を
受

講
し
、
玉
掛
け
や
小
型
ク
レ
ー
ン
な
ど
現
場

に
必
要
な
資
格
も
取
得
す
る
。
訓
練
修
了
時

に
は
、
達
成
度
合
い
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
技
能

照
査
を
実
施
。
合
格
す
る
と
、
技
能
士
補
の

称
号
が
与
え
ら
れ
、
数
年
の
実
務
経
験
を
経

て
、
技
能
検
定
二
級
の
学
科
試
験
が
免
除
さ

れ
る
仕
組
み
だ
。

　
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く
る
と
き
は
試
行

錯
誤
を
重
ね
た
。
認
定
を
受
け
る
に
は
、
東

京
都
に
一
年
間
の
す
べ
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
提
出
し
て
、
講
師
料
な
ど
の
予
算
も
計
上

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
講
師
が
体
調
を

崩
し
て
休
む
場
合
の
代
行
手
続
き
も
当
日
に

出
す
必
要
が
あ
り
、
一
年
間
の
長
丁
場
な
の

で
苦
労
は
つ
き
も
の
」（
鈴
木
氏
）
と
い
う
。

全
国
か
ら
集
ま
る
訓
練
生

　

定
員
は
、
訓
練
校
の
認
可
要
件
で
も
あ
る

五
人
以
上
と
さ
れ
る
が
、
教
室
や
寮
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
の
関
係
上
、
八
人
が
限
度
だ
。

　

希
望
者
の
多
く
は
高
卒
者
で
、
学
科
（
作

文
）
と
面
接
を
ク
リ
ア
し
て
入
校
す
る
。
学

費
は
無
料
で
、給
与
（
一
八
歳
、一
七
万
円
）

が
支
給
さ
れ
る
。

　
「
入
校
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
の
や
る
気

を
重
視
し
て
い
る
。
一
年
目
は
訓
練
校
で
勉

強
す
る
け
れ
ど
、
二
年
目
か
ら
は
現
場
仕
事

と
な
る
。
将
来
的
に
は
施
工
管
理
も
で
き
る

総
合
架
設
工
と
し
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
を

き
ち
ん
と
伝
え
る
。
そ
こ
を
理
解
し
、
希
望

し
て
く
れ
る
子
に
は
、
職
場
見
学
に
も
来
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
」（
鈴
木
氏
）。

　

訓
練
生
の
出
身
校
は
幅
広
く
、
北
は
北
海

道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
に
及
ぶ
。
な
か

で
も
、
青
森
県
は
津
軽
、
南
部
、
陸
奥
を
含

め
、
県
内
全
域
か
ら
入
校
者
が
集
ま
る
。
な

か
に
は
、
域
内
ト
ッ
プ
の
進
学
校
か
ら
、「
も

の
づ
く
り
の
仕
事
が
し
た
い
」
と
入
校
し
、

同
校
の
指
導
員
に
な
っ
た
ひ
と
も
い
る
。

　

一
方
、
出
身
学
科
を
み
る
と
、
意
外
に
も

普
通
科
、
農
業
科
か
ら
の
入
校
が
多
い
。

　
「
建
築
科
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
や
工
務
店
の
現

場
監
督
や
設
計
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
く
、

そ
こ
に
流
れ
る
。
一
方
、
農
業
科
は
外
で
仕

事
が
し
た
い
と
い
う
生
徒
が
多
く
毎
年
、
入

校
者
が
い
る
。
建
設
の
知
識
は
、
訓
練
校
に

入
校
し
て
か
ら
学
ぶ
の
で
、
普
通
科
、
商
業

科
、
農
業
科
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
科
か
ら
も

問
題
な
く
入
校
で
き
る
」（
髙
野
専
務
）。

全
寮
制
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る

　

訓
練
校
は
全
寮
制
な
の
で
、
同
じ
釜
の
飯

を
食
べ
、
生
活
面
で
も
寮
生
同
士
、
密
接
な

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
最
近
の
訓
練
生
は
仲
が
良
く
、
訓
練
が

休
み
の
週
末
は
み
ん

な
で
一
緒
に
出
か
け

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
い

る
。
逆
に
、
仲
が
良

す
ぎ
て
、
同
期
の
ひ

と
り
が
家
庭
の
事
情

な
ど
で
挫
折
す
る
と
、

ほ
か
の
訓
練
生
も
や

め
て
し
ま
う
こ
と
が

過
去
に
一
度
あ
っ

た
」（
髙
野
専
務
）。

地
方
出
身
者
は
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
親
が

「
戻
っ
て
こ
い
」
と
い
う
と
、
歯
止
め
が
き

か
な
く
な
る
面
も
あ
る
と
い
う
。

　

同
校
で
は
、
五
月
と
九
月
、
さ
ら
に
、
技

能
照
査
前
の
一
月
に
訓
練
生
と
個
人
面
談
を

実
施
す
る
。
訓
練
生
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
る

だ
け
で
な
く
、
訓
練
修
了
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
や

方
向
性
も
聞
く
。
将
来
は
職
長
を
め
ざ
す
の

か
、
そ
れ
と
も
と
び
職
人
と
し
て
一
生
や
っ

て
い
き
た
い
の
か
、
な
ど
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に

つ
い
て
も
率
直
な
話
を
し
て
い
る
と
い
う
。

と
び
技
能
士
二
級
に
合
格
し
て 

一
人
前
に

　

一
年
間
の
訓
練
が
修
了
す
る
と
、
そ
の
後

は
鈴
木
組
の
と
び
職
人
と
し
て
現
場
に
出
て
、

職
長
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
技
術
と
技
能

を
身
に
つ
け
る
。

　

現
場
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
と
な
り
、

グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
架
設

工
事
に
携
わ
り
、
経
験
を
積
む
。
同
時
に
、

技
能
水
準
の
向
上
を
め
ざ
し
、技
能
検
定（
と

び
技
能
士
二
級
）
を
受
検
す
る
。
二
級
に
合

格
し
て
は
じ
め
て
、「
一
人
前
の
と
び
」
と
し

て
社
内
で
認
め
ら
れ
る
。
合
格
者
の
証
は
、

土
工
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
ら
、
と
び
職
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
だ
。

　

同
社
で
は
と
び
技
能
士
一
級
、
二
級
は
全

員
必
須
と
さ
れ
、
二
級
合
格
後
は
数
年
の
実

務
経
験
を
経
て
一
級
を
受
検
す
る
。
合
格
後

は
、
現
場
経
験
を
さ
ら
に
積
み
上
げ
、
職
長

を
務
め
る
。
そ
の
後
は
、
上
級
職
長
の
目
安

と
も
さ
れ
る
登
録
基
幹
技
能
者
の
認
定
を
め

ざ
す
。

生
活
で
き
る
賃
金
体
系
を
整
備

　

建
設
業
で
は
、
日
給
月
給
の
請
負
職
人
と

し
て
働
く
ひ
と
も
少
な
く
な
い
。

教科 内容 時間

学科 普通学科 社会 24
小計 24

系基礎学科 建築概論 12
建築生産概論 24
建築計画概論 40
建築構造概論 68
建築設備 20
測量 16
建築製図 40
構造力学概論 48
関係法令 20
安全衛生 44
小計 332

専攻学科 とび施工法 60
材料及び器工
具

24

仮設工事施工
法

40

土工事施工法 32
仕様及び積算 32
小計 188

学科時間数合計 544
実技 系基礎実技 測量基本実技 52

機械基本実技 88
安全衛生作業 40
小計 180

専攻実技 仮設工事実習 428
鉄骨工事実習 328
土工事実習 40
玉掛揚重実習 40
器工具使用法 40
小計 876

集合訓練時間数合計 1056
総訓練時間数総計 1600

鈴木職業訓練校の学科表
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し
か
し
、
同
社
は
訓
練
修
了
生
を
直
庸
の

と
び
工
と
し
て
雇
用
し
、
家
族
を
養
っ
て
生

活
で
き
る
水
準
の
賃
金
体
系
を
整
備
し
て
い

る
。
基
本
給
は
三
五
歳
ま
で
緩
や
か
な
上
昇

カ
ー
ブ
を
描
き
、
資
格
取
得
に
応
じ
て
技
能

手
当
や
技
術
手
当
が
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
だ
。

　

三
五
歳
を
過
ぎ
る
と
、
日
給
月
給
で
働
く

と
び
工
を
年
収
ベ
ー
ス
で
超
え
る
よ
う
な
賃

金
カ
ー
ブ
と
な
る
。
将
来
設
計
を
描
け
る
こ

と
か
ら
、
最
近
で
は
三
○
歳
前
後
の
職
人
か

ら
、「
家
を
買
い
ま
し
た
」
と
嬉
し
い
報
告
も

寄
せ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
建
設
業
特
有
の
悩
み
も
あ
る
と
い

う
。「
た
と
え
ば
、
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
の
組

立
や
解
体
に
従
事
し
た
場
合
、
一
日
ご
と
に

手
当
て
が
上
積
み
さ
れ
る
。
賃
金
も
よ
く
、

花
形
の
仕
事
は
誰
も
が
希
望
す
る
。
し
か
し
、

総
合
架
設
業
は
、
足
場
を
組
ん
だ
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
打
っ
た
り
す
る
作
業
も
必
要
だ
。

仕
事
に
よ
る
不
公
平
感
を
な
く
す
た
め
に
も
、

全
体
と
し
て
、
売
上
が
ア
ッ
プ
し
た
ら
、
そ

の
分
は
ボ
ー
ナ
ス
で
還
元
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
れ
が
職
人
を
公
平
に
使
う
や
り

方
」（
髙
野
専
務
）
と
い
う
。

最
初
の
三
年
が
ハ
ー
ド
ル

　

生
活
で
き
る
賃
金
体
系
が
整
備
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
訓
練
生
が
鈴
木
組

に
残
り
、
職
長
と
し
て
活
躍
す
る
わ
け
で
は

な
い
。

　
「
訓
練
修
了
後
、
最
初
の
三
年
が
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
に
な
る
。
そ
の
三
年
を
ク
リ
ア
し

た
ら
定
着
す
る
が
、
そ
こ
が
難
し
い
。
現
状
、

３
Ｋ
を
理
由
に
辞
め
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
が
、

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
や
親
の
介
護
な
ど
家
庭
の
事

情
で
地
元
に
帰
る
ひ
と
も
い
て
、
定
着
率
は

三
割
程
」（
鈴
木
氏
）
と
い
う
。

　

一
方
、
地
方
出
身
者
の
な
か
に
は
、
実
家

が
建
設
業
を
営
み
、
将
来
的
に
は
地
元
に
戻

り
、
家
業
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
ひ
と
も
い
る
。

　
「
会
社
と
し
て
は
、堂
々
と
地
元
に
戻
っ
て
、

身
に
つ
け
た
技
術
と
技
能
で
建
設
業
を
盛
り

返
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ま
で
費
や
し
て
き
た

も
の
が
無
駄
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

地
元
に
戻
っ
て
建
設
業
で
活
躍
し
て
く
れ
れ

ば
、
入
職
者
の
拡
大
や
将
来
的
に
は
仕
事
の

結
び
つ
き
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
む
し

ろ
逆
に
応
援
し
た
い
く
ら
い
だ
」（
鈴
木
氏
）

と
話
す
。

も
の
づ
く
り
の
魅
力
発
信
で 

若
年
入
職
を
促
す

　

現
在
、
現
場
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
将
来

を
担
う
若
年
層
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

鈴
木
学
長
は
、「
も
の
づ
く
り
の
魅
力
あ
る

部
分
を
発
信
し
、
生
徒
に
そ
の
姿
を
み
て
も

ら
う
こ
と
で
関
心
が
高
ま
る
。
入
職
し
た
若

者
に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
仕

事
や
生
活
の
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
に
加
え
、
先
輩
の
働
く
姿
に
触
れ
る

こ
と
も
重
要
だ
と
い
う
。「
学
校
を
通
じ
て
、

先
輩
が
も
の
づ
く
り
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
生
徒
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
先
輩
の
活
躍

ぶ
り
を
み
る
と
、
後
輩
も
そ
れ
に
続
こ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
る
」（
髙
野
専
務
）。

　

施
工
現
場
の
仕
事
は
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
、

外
か
ら
見
え
に
く
い
。
し
か
し
、
学
校
を
訪

問
し
て
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
建
築
に
参

加
し
た
実
績
を
話
す
と
学
校
関
係
者
の
表
情

が
一
変
す
る
。
鈴
木
組
は
こ
う
し
た
実
績
を

Ｐ
Ｒ
し
て
、
人
材
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
元
企
業
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
建
設

業
の
将
来
を
担
う
若
手
技
能
者
を
育
成
す
る
。

　

こ
う
し
た
人
材
育
成
の
取
り
組
み
が
広
島

県
認
定
職
業
訓
練
校
の
広
島
建
設
ア
カ
デ

ミ
ー
（
東
広
島
市
、
校
長
・
福
井
正
人
福
井

建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役
）
で
三
五
年
続

い
て
い
る
。

　

訓
練
生
は
広
島
建
設
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員

企
業
に
入
職
し
た
若
手
が
対
象
。
新
規
採
用

者
は
四
月
、
広
島
建
設
ア
カ
デ
ミ
ー
に
派
遣

さ
れ
、
六
月
上
旬
ま
で
の
約
五
○
日
間
、
全

寮
制
の
も
と
、
と
び
、
型
枠
、
鉄
筋
の
躯
体

工
事
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
。
訓
練
修
了
後

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
に
戻
り
、
現
場
代
理

人
の
指
導
の
も
と
、
一
人
前
の
建
設
マ
ン
を

め
ざ
す
。

　

訓
練
校
の
運
営
を
担
う
福
井
建
設
株
式
会

社
（
広
島
市
中
区
、
従
業
員
約
九
○
人
）
の

藤
屋
貴
士
氏
（
同
社
管
理
部
長
）
に
話
を
聞

い
た
。

人
手
不
足
を
食
い
止
め
る
た
め 

訓
練
校
を
立
ち
上
げ
る

　
「
建
設
業
は
将
来
、
人
手
不
足
に
な
り
、

高
齢
化
が
進
む
。
そ
れ
を
何
と
か
す
る
た
め

に
訓
練
校
を
立
ち
上
げ
た
」

　

こ
れ
は
、
母
体
と
な
る
福
井
建
設
の
先
代

社
長
の
福
井
正
勝
氏
が
三
○
年
程
前
に
訓
練

校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
げ
た
設
立
の
理
念

だ
。
現
在
、
建
設
業
が
直
面
す
る
問
題
を
予

見
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

同
社
は
一
九
七
○
年
、
社
内
訓
練
校
の
福

井
建
設
専
修
職
業
訓
練
校
を
開
校
し
た
。
し

か
し
、
一
社
単
独
で
人
材
育
成
す
る
よ
り
、

地
域
の
若
手
が
一
同
に
会
す
る
集
合
訓
練
の

ほ
う
が
、
地
元
建
設
業
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
考
え
一
九
七
九
年
、
社
内
訓
練
校
を
発
展

的
に
解
消
し
、
専
門
工
事
業
五
社
か
ら
な
る

広
島
建
設
共
同
職
業
訓
練
校
（
現
、
広
島
建

設
ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
衣
替
え
し
た
。

　

当
初
は
一
年
に
及
ぶ
普
通
訓
練
課
程
を
運

営
し
、
最
盛
期
の
九
五
年
に
は
六
五
人
も
の

地
元
建
設
業
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
若
手
技
能
者
を
育
成

�

―
―
広
島
建
設
ア
カ
デ
ミ
ー

鉄骨を組み立てる訓練生（写真は鈴木組提供）
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入
校
生
を
迎
え
入
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
地

に
も
建
設
バ
ブ
ル
崩
壊
の
波
が
押
し
寄
せ
、

二
○
○
○
年
に
は
入
校
生
が
一
桁
台
に
急
減
。

○
二
年
に
は
実
技
訓
練
を
中
心
と
す
る
現
在

の
短
期
訓
練
課
程
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直

し
た
。

　

そ
の
後
、
○
五
年
に
は
入
校
生
が
二
桁
に

戻
り
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
建
設
市

場
の
縮
小
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
将
来
の
建

設
業
を
担
う
人
材
を
毎
年
排
出
。
今
年
は
一

七
人
の
若
者
が
訓
練
を
修
了
し
た
。
現
在
ま

で
、
修
了
生
の
累
計
は
七
九
三
人
に
の
ぼ
り
、

そ
の
多
く
が
中
国
地
方
の
建
設
現
場
で
活
躍

す
る
。

　
「
地
域
の
建
設
業
を
リ
ー
ド
す
る
な
ら
、

汗
を
か
く
の
は
当
た
り
前
と
い
う
考
え
方
で

や
っ
て
き
た
。
も
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
会

員
企
業
に
す
べ
て
伝
え
る
。
地
域
の
建
設
業

の
発
展
を
願
い
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
」（
藤

屋
氏
）。

五
○
日
間
の
短
期
集
中
訓
練
で 

基
礎
を
学
ぶ

　

同
校
の
訓
練
は
、
五
○
日
間
の
短
期
集
中

訓
練
で
と
び
、
型
枠
、
鉄
筋
の
躯
体
工
事
の

基
礎
を
若
者
に
教
え
る
。

　

講
師
は
一
級
技
能
士
の
資
格
を
有
す
る
同

社
の
主
任
指
導
員
が
中
心
と
な
る
。
訓
練
は

ト
ー
タ
ル
三
九
二
時
間
、
建
築
躯
体
基
礎

コ
ー
ス
（
二
一
六
時
間
）、
建
築
躯
体
工
作

コ
ー
ス（
八
八
時
間
）、土
工
基
礎
コ
ー
ス（
三

二
時
間
）、建
築
仮
設
工
事
施
工
コ
ー
ス
（
五

六
時
間
）
の
四
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
る
（
学
科

表
参
照
）。

　

建
築
躯
体
基
礎
コ
ー
ス
で
は
、
社
会
人
と

し
て
の
基
礎
を
教
え
る
「
社
会
」
の
科
目
が

設
け
ら
れ
る
。
入
校
生
は
ま
ず
、
旧
日
本
軍

の
海
軍
兵
学
校
で
有
名
な
広
島
湾
に
浮
か
ぶ

江
田
島
（
広
島
県
江
田
島
市
）
に
赴
き
、
三

泊
四
日
の
合
同
研
修
を
受
講
し
、
社
会
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。

　
「
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
者
が
、

昔
の
自
衛
隊
の
よ
う
な
団
体
責
任
、
連
帯
責

任
を
問
わ
れ
る
集
合
訓
練
を
受
け
る
。
ひ
と

り
で
も
規
律
を
乱
し
た
ら
、
全
員
が
腕
立
て

伏
せ
と
な
る
。
そ
の
分
、
研
修
生
同
士
の
連

帯
感
も
深
ま
り
、
戻
っ
て
き
た
後
は
社
会
人

の
顔
つ
き
に
な
る
」（
藤
屋
氏
）
と
い
う
。

　

社
会
人
と
し
て
の
規
律
を
身
に
つ
け
た
後
、

ア
カ
デ
ミ
ー
に
戻
り
、
全
寮
制
の
も
と
、
建

築
構
造
、
測
量
、
鉄
筋
組
立
、
足
場
組
立
、

型
枠
組
立
な
ど
建
築
躯
体
の
基
礎
を
学
ぶ
。

そ
の
ほ
か
、
建
築
躯
体
工
作
コ
ー
ス
で
は
玉

掛
け
や
ク
レ
ー
ン
、
土
工
基
礎
コ
ー
ス
で
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
、
建
築
仮
設
工
事
施
工

コ
ー
ス
で
は
足
場
組
立
、
解
体
安
全
作
業
な

ど
実
務
に
直
結
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。

　

修
了
時
に
は
、
学
科
と
実
技
の
試
験
が
あ

る
。
そ
の
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
戻
り
、

現
場
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
ね
、
技
能
に
磨
き
を
か

け
る
。

対
象
は
会
員
企
業
の
新
入
社
員

　

ア
カ
デ
ミ
ー
は
毎
年
、
会
員
企
業
か
ら
五

人
～
二
○
人
の
訓
練
生
を
募
集
す
る
。
対
象

は
、
会
員
企
業
の
新
入
社
員
だ
。

　

会
員
企
業
は
現
在
二
四
社
、
新
規
に
会
員

に
な
る
に
は
、
資
本
金
や
雇
用
保
険
加
入
な

ど
い
く
つ
か
の
審
査
事
項
を
ク
リ
ア
し
、
ア

カ
デ
ミ
ー
の
理
事
会
の
承
認
も
必
要
だ
。

　
「
現
場
で
は
高
齢
化
が
進
む
一
方
、
工
期

も
厳
し
く
な
り
、
若
手
に
じ
っ
く
り
教
え
る

余
裕
は
な
い
。
人
材
育
成
に
時
間
を
と
れ
な

い
中
小
建
設
業
者
か
ら
入
会
に
向
け
た
事
前

相
談
も
増
え
て
い
る
」（
藤
屋
氏
）。

　

会
員
企
業
に
な
る
と
、
会
費
（
年
一
万
二

○
○
○
円
）
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
な

か
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
に
社
員
を
派
遣
し
て

い
な
い
企
業
も
あ
る
が
、
建
設
業
の
将
来
を

担
う
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
趣
旨
に
賛
同

し
て
、
応
援
し
続
け
て
く
れ
る
企
業
も
あ
る
。

会
員
企
業
全
体
で
支
え
あ
う
気
持
ち
が
強
く
、

脱
退
す
る
企
業
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。

　

一
方
、
新
入
社
員
を
ア
カ
デ
ミ
ー
の
訓
練

に
派
遣
す
る
に
は
、
訓
練
負
担
金
（
二
五
万

円
／
人
）
が
必
要
と
な
る
が
、「
厚
労
省
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
助
成
金
や
賃
金
助
成
な

ど
が
あ
り
、
中
小
建
設
業
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
ら
ず
に
人
材
育
成
が
で
き
る
」（
藤

屋
氏
）
と
い
う
。

高
校
へ
の
出
張
教
育
・
出
前
講
座

も
入
職
の
き
っ
か
け
に

　

一
方
、
入
校
生
を
み
る
と
、
出
身
校
は
、

広
島
を
中
心
と
す
る
中
国
地
方
が
八
割
近
く

を
占
め
、
そ
れ
以
外
は
四
国
、
九
州
の
出
身

者
。
出
身
学
科
で
み
る
と
、
工
業
高
校
の
建

築
科
が
九
割
近
く
を
占
め
る
。
背
景
の
ひ
と

つ
に
、「
出
張
教
育
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
学

校
の
要
請
に
基
づ
き
、
ア
カ
デ
ミ
ー
が
と
び

や
左
官
な
ど
の
職
人
を
派
遣
し
、
在
学
生
に

専
門
工
事
業
の
基
礎
を
教
え
る
も
の
だ
。

　
「
座
学
は
つ
ま
ら
な
そ
う
に
聞
い
て
い
る

生
徒
も
、
実
習
に
な
る
と
俄
然
、
目
の
色
が

か
わ
る
。
た
と
え
ば
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
、

図
面
で
み
た
足
場
が
組
み
あ
が
る
。
最
後
は

全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
足
場
を
解
体
し

て
後
片
付
け
も
す
る
。
こ
う
し
た
実
習
を
通

コース 科　目 　内　容 時 間 合 計

建
築
躯
体
基
礎
コ
ー
ス

1 社会 ①社会人の責任と義務　②挨拶と集団行動 24

216

2 建築構造 ①建築概論　②生産概論　③構造概論
④力学概論　⑤計画概論　⑥設備概論 16

3 測量 ①概論　②水準測量　③多角測量
④墨出作業方法 40

4 鉄筋組立作業法
①仕様及び積算　②施工図　③鉄筋工作機
④器工具の取扱い方　⑤加工・組立作業法
　

48

5 足場組立作業法
①種類　②材料　③施工図　④仕様及び積
算　⑤器工具の取扱い方　⑥安全衛生
⑦関係法規

32

6 型枠組立作業法
①種類　②材料　③施工図　④仕様及び積
算　⑤機械操作使用法　⑥器工具の取扱い
方　⑦安全衛生　⑧関係法規

56

建
築
躯
体
　

工
作
コ
ー
ス

1 RC 施工安全衛
生作業法

①機械操作使用法　②器工具使用法　③保
護具の正しい取扱法　④整理整頓　⑤仮設

（単管足場）工事施工実習　⑥型枠工事工作・
施工実習　⑦鉄筋工事工作・施工実習
⑧クレーン等の知識
⑨玉掛けの方法及び合図の作法

88 88

土
工
基
礎

コ
ー
ス
　

1 土工工事作業法
①掘削の方法　②湧水の処理・排水の方法
③砂及び岩石の性質　④酸素欠乏危険作業
法　⑤安全衛生　⑥関係法規

16
32

2 コンクリート作
業法

①種類　②材料　③構造　④コンクリート
打設法　 16

建
築
仮
設
工
事
施
工

コ
ー
ス
　
　
　
　
　

1 仮設工事一般 ①仮設の種類　②仮設工事の目的
③仮設材料 4

56

2 仮設工事計画 ①計画概論　②構造力学　③仮設計画作成 8
3 安全関係法令 ①安全衛生　②用具の選定及び取り扱い 4

4 仮設施工実習
①仮設材の種類の選定及び取り扱い　②用
具の選定及び取り扱い　③重量物の運搬作
業法　④枠組足場組立、解体安全作業法

32

5 修了試験 ①学科試験　②実技試験 8
建　築　基　礎　軀　体　工　科　時　間　数 392

広島建設アカデミーの学科表
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じ
て
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て

も
ら
う
。
や
っ
て
み
て
楽
し
い
と
思
う
と
入

職
に
も
つ
な
が
る
」（
藤
屋
氏
）。

　

こ
の
ほ
か
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
マ
イ
ス
タ
ー

が
在
学
生
の
資
格
取
得
を
支
援
す
る
「
出
前

講
座
」
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
と
び
と
左
官

の
技
能
検
定
（
三
級
）
は
高
校
生
で
も
受
検

で
き
る
。
三
級
に
合
格
す
る
と
、
工
業
高
校

生
の
技
術
や
技
能
を
評
価
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
マ

イ
ス
タ
ー
顕
彰
の
対
象
に
も
な
り
、
学
校
の

成
績
で
も
プ
ラ
ス
評
価
さ
れ
る
。

　
「
受
検
前
の
土
日
は
、
弊
社
の
指
導
員
や

会
員
企
業
の
マ
イ
ス
タ
ー
が
手
弁
当
で
学
校

に
教
え
に
行
く
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
も

あ
る
。
し
か
し
、
合
格
者
が
で
る
と
、
そ
れ

に
続
こ
う
と
後
輩
も
頑
張
る
よ
う
に
な
る
。

三
級
を
取
得
す
れ
ば
二
級
も
と
り
や
す
く
な

り
、
技
能
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
る
」（
藤
屋

氏
）。出
張
教
育
と
出
前
講
座
は
入
職
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
効
果
が
見
込
め
る
と

み
て
い
る
。

同
世
代
の
仲
間
の
存
在
が 

安
心
材
料
に

　

ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
会
員
企
業
か
ら
新
入
社

員
が
集
ま
る
。
全
寮
制
の
も
と
、
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
、
建
設
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
な

か
で
、
自
然
と
連
帯
感
も
深
ま
る
。

　

入
校
生
の
な
か
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
集

合
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
企

業
に
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
も
い
る
。

　

藤
屋
氏
は
、「
就
職
し
て
、
い
き
な
り
建
設

現
場
に
放
り
出
さ
れ
る
よ
り
、
二
カ
月
近
く
、

学
校
の
延
長
線
上
で
、
同
世
代
の
仲
間
と
一

緒
に
建
設
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
で
、
同
じ
目

的
を
も
っ
た
仲
間
が
い
る
と
わ
か
り
、
安
心

し
て
職
場
に
戻
れ
る
。
親
御
さ
ん
も
、
研
修

機
関
が
あ
る
の
で
、
安
心
し
て
建
設
業
に
息

子
さ
ん
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
。

　

一
方
、
会
員
企
業
に
戻
っ
た
あ
と
の
職
場

定
着
に
つ
い
て
は
、「
た
と
え
ば
、
弊
社
で
は

毎
年
、
一
定
数
を
採
用
し
て
い
る
。
経
営
が

厳
し
い
か
ら
と
い
っ
て
採
用
し
な
い
と
、
あ

る
年
代
が
歯
抜
け
状
態
に
な
る
。
そ
れ
が
一

番
問
題
だ
。
各
年
度
、
満
遍
な
く
ひ
と
が
い

る
こ
と
が
離
職
を
食
い
止
め
る
抑
止
力
に
な

る
。
ひ
と
つ
上
の
先
輩
な
ら
、「
自
分
も
去
年

は
そ
う
だ
っ
た
」
と
悩
み
を
理
解
し
て
く
れ

る
。
こ
れ
が
五
年
も
違
う
と
も
う
難
し
く
な

る
。
自
分
は
ひ
と
り
で
は
な
い
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
、
悩
み
を
共
有
し
て
く
れ
る
先

輩
の
存
在
は
と
て
も
大
き
い
」（
藤
屋
氏
）
と

指
摘
す
る
。

汗
を
か
く
企
業
が
一
社
あ
れ
ば
で

き
る

　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
全
国

的
に
み
て
も
ほ
と
ん
ど
同
様
の
例
は
み
あ
た

ら
な
い
。
各
地
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

な
か
、
地
域
の
建
設
業
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
訓
練
機
関
を
全
国
に
広
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　
「
地
域
に
汗
を
か
く
企
業
が
一
社
あ
れ
ば
、

ア
カ
デ
ミ
ー
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
こ
で

も
で
き
る
。
多
少
の
身
銭
を
切
り
な
が
ら
も
、

地
域
の
建
設
業
を
支
え
て
い
け
ば
、
そ
れ
に

賛
同
し
て
く
れ
る
企
業
が
広
が
り
は
じ
め
る
。

み
ん
な
で
支
え
あ
え
ば
、
地
域
の
建
設
業
の

担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
藤
屋
氏
は
み
て
い
る
。

　

そ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
と
提
言
す

る
。「
一
番
公
平
感
が
あ
る
の
は
、
専
門
工

事
業
団
体
な
ど
に
人
材
育
成
費
を
拠
出
し
、

そ
こ
か
ら
、
中
国
支
部
な
ど
に
地
方
の
人
材

育
成
に
必
要
な
お
金
を
流
す
仕
組
み
が
い
い
。

型
枠
や
鉄
筋
な
ど
専
門
工
事
業
ご
と
に
業
界

団
体
を
通
じ
て
や
れ
ば
、
満
遍
な
く
人
材
育

成
が
で
き
、
業
界
団
体
の
求
心
力
も
高
ま

る
」（
藤
屋
氏
）。

年
齢
や
資
格
に
応
じ
た 

賃
金
カ
ー
ブ
を
設
計

　

人
材
確
保
の
難
し
さ
の
背
景
に
は
、
建
設

労
働
者
の
賃
金
水
準
の
問
題
も
あ
る
。

　

日
本
建
設
業
連
合
会
（
日
建
連
）
は
四
○

歳
代
で
年
収
六
○
○
万
円
を
め
ざ
す
な
ど
、

具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か

し
、
日
給
月
給
制
が
多
い
建
設
業
の
実
情
か

ら
す
る
と
、
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

　
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
で
は
、
型
枠

や
鉄
筋
な
ど
職
種
ご
と
に
、
単
価
が
示
さ
れ

る
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
高
校
を
卒
業

し
て
、
実
務
経
験
を
三
年
積
ん
だ
後
、
二
級

技
能
士
を
取
得
す
る
。
五
年
後
に
は
一
級
技

能
士
、
一
○
年
後
は
登
録
基
幹
技
能
者
な
ど

を
取
得
す
れ
ば
、
年
齢
や
資
格
に
応
じ
た
年

収
カ
ー
ブ
が
描
け
る
は
ず
だ
。
国
交
省
も
交

え
て
検
討
し
て
、
モ
デ
ル
を
示
し
て
は
ど
う

か
」（
藤
屋
氏
）
と
提
言
す
る
。

も
の
づ
く
り
技
能
の
社
会
的
評
価

を
高
め
る

　

建
設
現
場
の
高
齢
化
が
進
み
、
若
年
者
の

確
保
・
育
成
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

藤
屋
氏
は
、「
建
設
業
は
正
直
、
き
つ
い
仕

事
だ
。
た
だ
、
同
じ
仕
事
は
ひ
と
つ
と
し
て

な
く
、
地
図
に
残
る
仕
事
が
で
き
る
。
建
設

業
は
幅
広
く
、
画
一
的
な
魅
力
発
信
は
難
し

い
が
、
現
場
を
み
て
も
ら
う
な
ど
、
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
の
が
一

番
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、
専
門
工
事
業
は
勝

手
に
現
場
を
み
て
く
だ
さ
い
と
は
い
え
な
い
。

日
建
連
や
元
請
団
体
な
ど
が
、
技
能
系
の
人

間
が
勉
強
で
き
る
場
を
設
け
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
と
切
望
す
る
。

　

さ
ら
に
、
若
者
の
入
職
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
も
の
づ
く
り
技
能
の
社
会
的
な
評
価

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。「
日

本
の
も
の
づ
く
り
技
能
は
す
ば
ら
し
い
も
の

だ
が
、
ま
だ
十
分
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
。
３
Ｋ
に
加
え
、
社
会
か
ら
尊
敬
さ

れ
な
い
よ
う
で
は
、
若
者
は
建
設
業
に
入
職

し
て
こ
な
い
。
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
職
人
、

マ
イ
ス
タ
ー
は
す
ば
ら
し
い
と
い
う
社
会
的

評
価
が
必
要
で
は
な
い
か
。
会
員
企
業
を
み

て
も
、
一
級
技
能
士
に
は
、
す
ば
ら
し
い
技

能
を
も
っ
た
ひ
と
が
た
く
さ
ん
い
る
。
も
っ

と
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
い
い
と
思
う
。
技
能

立
国
を
軸
に
、
技
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
内
外

に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
、
若
年

の
入
職
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と

話
す
。

（
遠
藤　

彰
）

出張教育における鉄筋実技（広島建設アカデミー提供）


